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林
野
労
組

　

昨
年
末
ボ
ク

シ
ン
グ
が
あ
り
、

今
で
は
一
番
有

名
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い

井
上
選
手
の
試

合
で
、
彼
は
勝

利
し
た
▼
以
前
は
や
は
り
Ｇ
シ
ケ

ン
氏
が
有
名
だ
っ
た
。
日
本
人
最

多
防
衛
記
録
も
あ
り
、
お
笑
い
番

組
で
も
活
躍
し
て
い
る
▼
だ
が
、

そ
の
才
能
あ
る
Ｇ
シ
ケ
ン
氏
は
ボ

ク
シ
ン
グ
を
26
歳
で
引
退
し
た
。

昔
は
今
よ
り
打
ち
合
う
試
合
が
人

気
で
あ
り
、
パ
ン
チ
の
被
弾
も
多

く
後
遺
症
も
多
か
っ
た
▼
当
時
30

歳
位
で
引
退
が
多
く
、
体
力
の

ピ
ー
ク
を
そ
こ
に
合
わ
せ
て
い
た

の
に
突
然
「
少
子
高
齢
化
に
よ
り

ボ
ク
サ
ー
の
定
年
は
40
歳
に
な
り

ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
ら
彼
は
今

頃
ダ
メ
ー
ジ
で
「
ち
ょ
っ
ち
ゅ

ね
ー
」
な
ん
て
言
っ
て
る
場
合
で

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
▼
昔

の
や
り
方
だ
け
で
は
な
く
現
在
の

状
況
も
踏
ま
え
て
先
の
時
代
を
見

据
え
、
体
力
を
全
て
失
わ
ぬ
よ
う

健
康
管
理
を
行
い
「
良
い
人
生

だ
っ
た
か
」
と
問
わ
れ
た
ら

「
ち
ょ
っ
ち
ゅ
ね
ー
」
と
答
え
ら

れ
る
人
生
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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年輪

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
藤

地
本
委
員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
が
５
類

に
変
更
と
な
り
、
以
前
の
生
活
が
戻

り
つ
つ
あ
る
。
今
後
も
対
面
で
の
開

催
を
基
本
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
点
に
つ
い
て
話
を
す
る
が
、
１
点

目
は
自
然
災
害
に
つ
い
て
、
元
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
る
。
職
員
等
の
被
害
に
つ
い
て
は

ま
だ
報
告
を
受
け
て
い
な
い
が
、
組

織
と
し
て
カ
ン
パ
等
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。
２
点
目
は
政
治
情
勢
に

つ
い
て
。
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に

関
連
し
た
裏
金
問
題
に
よ
り
与
党
の

支
持
率
は
危
険
水
域
に
達
し
て
い
る
。

解
散
総
選
挙
は
不
透
明
で
あ
る
が
、

準
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

推
薦
依
頼
等
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

く
の
で
、
取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。
今
大
会
で
活
発
な
議
論
を

行
っ
て
も
ら
い
、
確
認
し
た
取
組
等

を
分
会
に
持
ち
帰
り
共
有
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

引
き
続
き
、
古
村
地
本
書
記
長
か

ら
、
当
面
す
る
課
題
と
今
後
の
取
組

と
し
て
、
①
取
り
巻
く
情
勢
、
②
連

合
公
務
労
協
等
の
取
組
に
つ
い
て
、

③
一
般
林
政
課
題
、
④
2
0
2
4
年

度
予
算
及
び
組
織
・
定
員
等
、
⑤
国

有
林
野
事
業
の
推
進
、
⑥
組
織
態
勢

の
確
立
、
⑦
各
級
選
挙
、
⑧
森
林
労

連
共
済
運
動
、
⑨
当
面
の
主
要
日
程

な
ど
に
つ
い
て
、
提
起
が
あ
り
ま
し

た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、「
日
額
旅
費
の

改
訂
」「
各
種
手
当
」「
テ
レ
ワ
ー

ク
」「
内
示
の
早
期
化
」「
連
合
等
の

地
域
共
闘
」「
要
員
問
題
」「
事
業
体

不
足
」「
現
場
管
理
機
能
」「
組
織
態

勢
確
立
」
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
提
起
さ
れ
た
課
題
を
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
事
を
確
認
し

て
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。　

【
沖
縄
分
会
：
小
﨑
通
信
員
】

　

昨
年
12
月
26
日
窓
口
閉
鎖
と
な
っ

て
か
ら
1
月
19
日
に
①
管
理
者
姿
勢

②
安
全
管
理
体
制
③
手
榴
弾
亡
失
事

案
へ
の
対
応
に
つ
い
て
団
体
交
渉
を

実
施
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
現
在

の
管
理
者
姿
勢
に
つ
い
て
問
う
と

「
先
般
も
管
理
者
の
対
応
に
問
題
が

あ
り
、
窓
口
閉
鎖
と
な
っ
て
い
る
中
、

不
十
分
な
対
応
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

よ
り
良
い
職
場
と
な
る
よ
う
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ま
い
り
た

い
」
と
表
明
。
安
全
管
理
体
制
に
つ

い
て
は
、「
安
全
取
組
を
行
っ
て
い

る
が
、
行
き
届
い
て
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
一
層
の
危
機
感
を
持
ち
健
康
安

全
管
理
監
督
者
等
の
責
務
を
強
く
認

識
し
、
職
員
の
安
全
確
保
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
当
局
の
決
意
は
あ
っ

た
も
の
の
、
日
頃
の
言
動
・
行
動
・

考
え
方
を
見
る
限
り
、
事
案
が
起
こ

る
た
び
の
表
明
で
あ
り
、
一
向
に
改

善
が
さ
れ
て
い
な
い
職
場
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
つ
目
の

手
榴
弾
亡
失
の
案
件
に
対
す
る
対
応

に
つ
い
て
は
、
安
全
を
無
視
し
た
仕

事
優
先
的
な
指
示
を
職
員
へ
行
っ
て

お
り
、
関
係
す
る
外
部
等
へ
の
未
対

応
も
含
め
、
安
全
軽
視
も
甚
だ
し
い

当
局
体
制
に
怒
り
を
超
え
、
我
々
職

員
の
生
命
が
脅
か
さ
れ
る
事
実
に
不

安
が
募
る
ば
か
り
で
す
。
組
合
か
ら

「
当
局
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
全
く

な
く
、
一
昨
年
か
ら
不
信
感
が
重
な

る
だ
け
で
労
使
の
信
頼
関
係
は
な
い
。

ま
た
当
局
姿
勢
の
改
善
は
な
く
、
態

度
表
明
の
ペ
ー
パ
ー
だ
け
が
溜
ま
っ

て
い
る
。
以
前
、
国
有
林
再
建
問
題

に
つ
い
て
は
労
使
対
立
で
は
な
く
、

労
使
が
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て

い
こ
う
と
頑
張
り
今
日
に
至
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

職
場
は
相
反
し
て
お
り
憤
り
を
感
じ

る
し
、
情
け
な
い
も
の
で
あ
る
」
と

指
摘
。
団
交
後
は
当
局
の
態
度
表
明

（
い
く
つ
か
）
を
別
途
整
理
中
で
あ

る
が
、
分
会
と
し
て
は
「
安
全
に
は

一
切
の
妥
協
は
な
く
」
今
後
は
当
局

を
見
守
っ
て
い
く
で
は
な
く
、
監
視

し
て
い
き
た
い
。

【
熊
本
分
会
：
市
原
通
信
員
】

　

去
る
11
月
18
日
、
連
合
熊
本
菊
池

阿
蘇
地
域
協
議
会
は
、
自
然
環
境
保

全
活
動
の
一
環
で
例
年
実
施
し
て
い

る
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
、
阿
蘇
市
旧
内
牧
小
学
校
深

葉
分
校
跡
に
同
地
域
協
議
会
関
係
者

と
そ
の
家
族
、
総
勢
80
名
が
集
い
ま

し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
分
収
造
林
契
約
を

締
結
し
て
い
る
阿
蘇
深
葉
国
有
林
内

の
「
連
合
の
森
」
に
お
い
て
、
熊
本

森
林
管
理
署
の
協
力
を
得
て
森
林
整

備
や
森
林
教
室
等
を
行
っ
て
い
る
も

の
。
当
日
は
、
同
校
跡
に
現
地
集
合

し
ま
し
た
が
、
雪
が
舞
う
あ
い
に
く

の
荒
天
と
な
っ
た
た
め
、
急
遽
、
熊

本
森
林
管
理
署
に
場
所
を
移
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
竹
田
洋
介
同
協

議
会
副
議
長
は
、
同
署
に
対
す
る
感

謝
の
意
を
表
し
な
が
ら
、「
今
回
で

29
回
目
と
な
る
こ
の
取
組
は
、
自
然

環
境
保
全
活
動
と
し
て
歴
史
の
あ
る

地
域
に
根
付
い
た
活
動
で
あ
り
、
働

く
仲
間
と
共
に
学
び
寄
り
添
う
機
会

と
し
て
有
意
義
な
一
日
と
し
て
下
さ

い
」
と
挨
拶
し
、
井
上
智
晴
熊
本
森

林
管
理
署
長
は
、「
こ
れ
ま
で
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
り
停
滞
し
て
い
た
活
動

が
徐
々
に
開
催
さ
れ
る
中
で
、
皆
様

方
の
素
晴
ら
し
い
活
動
が
次
世
代
へ

繋
が
る
よ
う
に
今
後
と
も
継
続
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
準
備
さ
れ
た
松

ぼ
っ
く
り
を
利
用
し
た
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
飾
り
つ
け
作
業
や
、
本
棚

づ
く
り
用
の
ス
ギ
材
キ
ッ
ト
を
使
用

し
た
木
工
教
室
、
子
ど
も
達
に
絵
本

「
も
く
ざ
い
の
ヒ
ミ
ツ
」
を
配
付
す

る
等
し
て
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
連
合
の
森
で
予
定
し
て

い
た
林
内
の
整
備
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
山
間
部
で
の
天
候
急
変
に

よ
る
同
署
の
咄
嗟
の
判
断
と
ご
協
力

の
下
、
本
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
面
の
行
動

1
月
22
日　

本
部
・
地
本
オ
ル
グ
期

間
（
2
月
9
日
ま
で
）

2
月
2
日　

全
国
共
済
理
事
会
・
代

表
委
員
会

　
　

11
日　

青
女
常
任
委
員
会
（
〜

12
日
）

　
　

12
日　

青
女
春
闘
学
習
交
流
集

会
（
熊
本
市
〜
13
日
）

　
　

29
日　

全
国
組
織
財
政
委
員
会
、

全
国
書
記
長
会
議
（
東

京
都
）

3
月
1
日　

森
林
労
連
全
国
代
表
者

会
議

　
　

8
日　

分
会
代
表
者
会
議　

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「初冠雪の豊後富士（由布岳）」
（撮影者　福山健一：大分西部）

「匠の一言」　
　豊後富士から昇る朝日も富士山に劣らず
絶景です

安全管理体制を追及

上手く作れました

全体で活発な議論が交わされる

雪にも負けず

自然災害等多発する今こそ組織態勢強化を
諸課題の改善に向け意思統一

　

1
月
12
日
、
熊
本
市
・
九
州
森
林
労

連
会
館
に
お
い
て
分
会
代
表
者
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

政
治
情
勢
を
は
じ
め
、
当
面
す
る
課

題
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
意
思
統
一

を
図
り
ま
し
た
。

～2024・1・12　分会代表者会議～

連
合
と
連
携
し
た
森
づ
く
り

　
29
回
目
の
開
催
！

大

隅

分

会

管
理
者
姿
勢
を
追
及

　
安
全
に
対
し
て
妥
協
な
し

〜
沖
縄
分
会

　
団
体
交
渉
〜



林 野 労 組 九 州

が
主
催
す
る
芋
掘
り
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

指
宿
市
で
行
わ
れ
る
10
年
近
く
続

い
て
い
る
毎
年
の
恒
例
行
事
で
、
今

回
私
た
ち
は
全
員
初
参
加
で
し
た
。

「
芋
食
え
れ
ば
そ
れ
で
え
え
」
と
い

う
軽
い
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、

い
ざ
現
場
に
着
い
て
み
る
と
広
大
な

フ
ィ
ー
ル
ド
に
２
０
０
名
を
超
え
る

目
の
血
走
っ
た
歴
戦
の
猛
者
が
畑
を

見
つ
め
て
お
り
、
ス
タ
ー
ト
し
て

あ
っ
と
い
う
間
に
畑
が
掘
り
返
さ
れ

ま
し
た
。
負
け
じ
と
私
た
ち
も
夢
中

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
規

定
の
袋
に
パ
ン
パ
ン
に
な
る
よ
う
に

取
り
、
楽
し
ん
だ
の
で
す
が
、、、
魚

釣
り
や
、
蕨
狩
り
な
ど
で
よ
く
取
り

す
ぎ
て
家
に
帰
っ
て
処
理
に
困
る
こ

と
が
在
る
よ
う
に
、
と
て
も
食
べ
き

れ
な
い
量
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
サ
ツ
マ

イ
モ
を
ど
う
や
っ
て
消
費
し
よ
う
か

と
、
家
に
帰
っ
て
ふ
と
我
に
返
り
頭

を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
職
場
や
家
族
に
お
す
そ
分
け
し
ま

し
た
。）

　

大
変
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
来

年
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

次
回
は
猛
者
側
で
立
ち
わ
ま
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
鹿
児
島
分
会
：
西
上
通
信
員
】

　

若
手
メ
ン
バ
ー
中
心
の
８
名
で
、

ろ
う
き
ん
推
進
委
員
会
（
鹿
児
島
・

日
置
・
指
宿
・
鹿
児
島
県
庁
支
店
）
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来年はもっと収穫を！

九州全体から集まり交流と団結深める
コロナ５類移行後　初の全体集会

～第６回　林野労組九州地本レクリエーション in 阿蘇市～
　

令
和
５
年
12
月
16
日
に
約
４
年
振
り
と
な

る
第
６
回
地
本
レ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
子
ど
も
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、

組
合
員
全
体
の
25
％
で
あ
る
、
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

終
了
後
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
５

類
移
行
後
初
の
全
体
で
集
ま
っ
た
懇
親
会

だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
分
も
み
ん
な
で

懇
親
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

青年女性委員会 御礼
【物販活動の取組について】
　九州地本青年女性委員の団結強化を目的
とした全体集会を開催する為、資金活動に
取り組み、物販活動を通じて全員で協力し
て取り組むなど、組織強化に向け、地本・
分会と連携し青年女性委員が中心となって
取り組みを進めてきました。
　今回、「森人ポロシャツ」の販売を展開
しましたが、販売枚数は385枚と、当初の
予想を超える結果となりました。
　このことは、九州地本が一体となって、
運動を取り組んだ成果と受け止め、全体集
会開催に向けて大きく前進することができ
ました。
　この取り組みを通じ、今後の青年女性活
動につなげていくことを常任委員会で確認
しました。
　組合員をはじめ、ご家族の皆様、また多
くの購入して頂きました皆様のご協力本当
にありがとうございました。
 【青年女性委員会　委員長　山形】

「『梅ちゃん』に４６４９」
梅見　弘太郎さん（宮崎南部分会）
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ミニバレーブームを巻き起こす

またみんなで会いましょう‼

見事に賞品をゲット 家族で楽しく

物販Ｔシャツを紹介‼

スポーツマンシップに
のっとり選手宣誓

子どもも参加‼

賞品はジャンケンで

お揃いのユニフォームで‼

青年女性委員会による体操
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